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全体会における教科教育研修課及び教育相談課の研究発表，
８分科会において研究発表や事例発表，ワークショップ型研究
協議を行いました。県内外から，約340人の教育関係者や学生，
保護者の参加を得て，充実した研究発表会となりました。

全 体 会

【事例発表】

【鹿児島大学教育学部大坪先生
からのコメントの様子】

【ワークショップ型研究協議】

【参加者の声から】
○ ワークショップ型授業検討会を校内研修等
でも試してみたいと思った。

（概要説明に対して）
○ 思考力・判断力・表現力の評価には，迷う
ことが多かったので，参考になった。

（教科教育研修課研究発表に対して）
○ 「学校楽しぃーと」が様々な場面で活用で
きることが分かり，参考にしたいと思った。

（教育相談課研究発表に対して）

分 科 会

【参加者の声から】
○ 参加された先生方の多様な考え
方に触れることができて，よい勉
強になった。

○ 小中高の実践事例を聞くことが
でき，教科の系統性を知るよい機
会となった。

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

平成24年度 調査研究発表会
全体研究主題「生きる力を豊かに育てる学校教育の創造」

期日：平成25年１月25日(金）

分科会名 教科等
第１分科会 国語科
第２分科会 社会・地歴・公民科
第３分科会 算数・数学科
第４分科会 理科
第５分科会 外国語活動，外国語科

第６分科会 情報教育

第７分科会 特別支援教育

第８分科会 教育相談

協議内容等

研究主題：「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関
　　　　　する研究」
　○　各教科における「思考・判断・表現」を見取る判断基準の設定と，それ
　　に基づく評価を生かした授業づくりについて協議しました。

研究主題：「情報活用能力の育成に関する研究」
　○　各学校段階において期待される情報活用能力と，これを児童生徒に身に
　　付けさせるためのＩＣＴ活用を通した指導方法等について協議しました。

研究主題：「特別支援学校における一貫性・系統性のある指導の
　　　　　在り方に関する研究」
　○　特別支援学校小学部入学から高等部卒業までを見通した一貫性・系統性
　　のある指導の充実を図るため，特別支援学校の現状と課題を踏まえた授業
　　づくりについて協議しました。

研究主題：「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関
　　　　　する研究」
　○　児童生徒理解の深化を図るための「学校楽しぃーと」の効果的な活用
　　と，児童生徒への指導・援助について協議しました。

教科教育研修課

教 育 相 談 課

　各課の研究内容及び「『みんなで取り組み，学び合う授業研究』の進め方」に関
するプロジェクト研究の概要を説明しました。

研究発表

研究主題：「思考力・判断力・表現力を育成する指導と評価に関する研究」
　○　思考力・判断力・表現力を適切に評価する方法や，評価結果を生かした具体的な授業
　　改善の方策について発表しました。

研究主題：「自己指導能力の育成に向けた生徒指導の在り方に関する研究」
　　○　「学校楽しぃーと」を活用した，いじめや不登校，問題行動等の未然防止，早期発見，
　　早期対応など，生徒指導の在り方について発表しました。

調査研究の概要説明

たの



平成25年度「教職員研修事業」の案内 ～教職員の資質向上を支える研修を推進します！～

経験年次別研修 職務別研修

【フレッシュ研修（１年目研修）】

【新任校長研修会】

【パワーアップ研修】

課題研修

■ 土曜講座 ～土曜日における研修を希望するニーズに応えるため
多彩な講座を開設します。～

【あなたならどうする？

「伝統的な言語活動」
の授業～俳句編～講座】

専門研修

【中学校免許外教科

担任等研修会】

【「アセスメントシート」

活用講座(特別支援教育)】

悉
皆
研
修

■ 短期研修 ～今日的教育課題に応える専門的・実践的内容の多彩な講座を開設します。～

平成25年度は，全133講座を開設し，前期・後期に分けて募集します。
新たに「基礎・基本」定着度調査を指導法改善に生かす講座を，センター実施講座のほか移動講座でも実施する予定です。

［実施期間・申込期間］

【わくわく・どきどき

図画工作科講座】

［申込方法］ 【豊かな表現力を育む

小学校音楽科講座】

申込みは，Webページからの申込みになります。申込みには，学校ＩＤ・パスワードが必要です。
〈当教育センターＵＲＬ〉 http://www.edu.pref.kagoshima.jp

すぐに役立つ講座を年間約200講座開設し
ています。その中から自由に選択して受講
することができます。
開設講座等の詳細は，各期（Ⅰ期～Ⅲ期）

ごとにWebページで確認してください。

［講座の期間］

講座の時間は，次のとおりです（講座によっては，異

なる場合があります。）。
・午前（9:30～12:00）・午後（13:30～16:00）
・終日（9:30～16:00)

［申込方法］
開催日１週間前までに，「土曜講座申込書」で，直

接，郵送，ＦＡＸまたは，Webページ（ただし，Ⅲ期は

郵送，ＦＡＸのみとする。）でお申し込みください。
「土曜講座申込書」は，Webページに掲載しています。

《郵 送》 〒891-1393 鹿児島市宮之浦町862
鹿児島県総合教育センター 企画課

《電 話》 ０９９－２９４－２３１２（企画課直通）

《ＦＡＸ》 ０９９－２９４－２３７４（企画課専用）
《ＵＲＬ》 http://wwww.edu.pref.kagoshima.jp

■ 中学校免許外教科担任教員等研修会
５月22日（水）・23日（木）

※家庭科については，大島会場でも実施します。
〔５月28日（火）・29日（水）〕

■ 園長等運営管理協議会 ６月19日（水）

■ 保育技術協議会 ８月16日（金）

【中学校免許外教科担任教員等研修会】 【園長等運営管理協議会】

■ 高等学校情報教育継続研修

継続的に専門的研修を行い，最新の情報や
技術を習得させ，急速に進展する情報化に対
応した情報教育を推進する人材の育成を図り
ます。
研修期間：平成25年５月～平成26年２月

（年間19回）
平成25年度研修予定者：高等学校教員11人

■ 長期研修

「研修案内」
のお知らせ

来年度も，「研修案内～学び続ける
教職員であるために～」を県内の全て
の教職員の皆さんに配布する予定です。

当教育センターが実施する研修を，
分かりやすく，整理して掲載していま
す。また，携帯に便利なポケットサイ
ズ（Ａ６版）となっていますので，御
活用ください。

希
望
研
修

市町村立学校（園） 県・私立学校（園）

前期分 ５／29(水)～８／30(金) ４／１(月)～４／22(月) ４／１(月)～４／23(火)

後期分 ９／２(月)～11／29(金) ５／31(金)～６／24(月) ５／31(金)～７／１(月)

実施期間
申込期間

【平成24年度版「研修案内」】

各教科等に関する教育実践上の課題を踏ま
えた研究主題について研究を進めるとともに，
教育全般についての研修等を実施し，教員と
しての資質を高め，本県教育の充実・発展に
寄与する人材の育成を図ります。
研修期間：平成25年４月～平成26年３月

（１年間）
平成25年度研修予定者：小・中・高・特別支援学校の教員11人

研修報告書等を研修者と

所員がチームとなって検討
するチーム検討会の様子

フ レ ッ シ ュ 研 修
（ 初 任 校 ： １ 年 目 研 修 ）

① ４月１日(月)[全校種]
② ５月28日(火)～30日(木)［小・特］
③ ５月29日(水)～31日(金)［中・高］
④ ６月20日(木)[高・特]
⑤ ７月23日(火)～26日(金)[全校種]
⑥ 11月14日(木)・15日(金)[特]
⑦ 11月27日(水)・28日(木)[高]

ス テ ッ プ ア ッ プ 研 修
（ ５ 年 経 験 者 研 修 ）

８月５日(月)［中・高・特］
・小学校は，各教育事務所単位で実施

パ ワ ー ア ッ プ 研 修
（ １ ０ 年 経 験 者 研 修 ）

① ７月22日(月)～26日(金)[小・特]
② ７月29日(月)～８月２日(金)[中・高]

人 権 教 育 教 職 員 等 研 修 会
① ７月５日(金)[大島会場]
② ８月９日(金)

新 規 採 用 養 護 教 諭 研 修

① ４月１日(月)
② ６月12日(水)～14日(金)
③ ８月26日(月)～29日(木)
④ 10月22日(火)～25日(金)

養護教諭ステップアップ研修 ８月５日(月)～７日(水)

養護教諭パワーアップ研修
① ７月22日(月)～26日(金)
② ８月６日(火)～８日(木)
③ 11月12日(火)・13日(水)

新 規 採 用 栄 養 教 諭 研 修

① ４月１日(月)
② ６月12日(水)～14日(金)
③ ８月26日(月)～29日(木)
④ 10月22日(火)～25日(金)

栄養教諭パワーアップ研修
① ７月22日(月)～26日(金)
② ８月26日(月)～28日(水)
③ 11月12日(火)・13日(水)

新 規 採 用 事 務 職 員 研 修 会 ５月８日(水)～10日(金)

４・５年目事務職員研修会 ７月５日(金)

幼 稚 園 新 規 採 用 教 員 研 修

① ４月18日(木)
② ６月５日(水)
③ ７月25日(木)・26日(金)
④ ８月19日(月)～21日(水)
⑤ 11月22日(金)

⑥ １月15日(水)

幼 稚 園 10 年 経 験 者 研 修 ８月６日(火)～９日(金)

新 任 校 長 研 修 会 ５月７日(火)・８日(水)

新 任 教 頭 研 修 会 ５月８日(水)～10日(金)

経 験 者 教 頭 研 修 会 ６月６日(木)・７日(金)

人 権 教 育 管 理 職 研 修 会
６月４日(火)
７月４日(木)［大島会場］

８月20日(火)［熊毛会場］

特 別 支 援 学 級 等 新 任
担 当 教 員 研 修 会

５月14日(火)・15日(水)
［特別支援学級担任］

５月23日(木)・24日(金)

［通級指導教室担当］

訪問教育等担当教員研修会 ６月25日(火)・26日(水)

高等学校，特別支援学校保
健・保健体育担当者研修会

６月27日(木)

高 等 学 校 ， 特 別 支 援 学 校
養 護 教 諭 等 研 修 会

６月７日(金)

県立学校情報化担当者研修会 ５月22日(水)・23日(木)

所員の指導の下，パソコ

ン操作に熱心に取り組む研
修の様子
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。
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す
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す
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本
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た
。

・
教
科
等
の
指
導
法
を
探
る
た
め
に

・
新
た
な
知
識
や
情
報
を
得
る
た
め
に

・
自
分
の
課
題
や
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
に

な
ど
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ぶ
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方
法
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そ
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だ
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か
。
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あ
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時
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よ
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た
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成

長
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け
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て
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。
い
や
、
も
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
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。

教
育
セ
ン
タ
ー
は
今
、
本
年
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の
研
修
が
全
て
終
わ
り
、
静
か
で
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
来
年
度
の
研
修
を
待
つ
、
凜
と
し
た
佇
ま
い
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
来
所
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
多
く
の
先
生
方

を
迎
え
る
前
に
、
し
っ
か
り
と
力
を
蓄
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

更
な
る
「
未
完
成
の
魅
力
」
の
一
助
と
な
る
た
め
に
。

思
い

長 期 研 修 者 研 究 発 表 会

期日：平成25年２月１日（金）高等学校情報教育継続研修発表会

期日：平成25年２月22日（金）

平成24年度高等学校情報教育継続研修者11人が，本年度の研究を基に「課題研究」として取り組んだ成果を約60人
の学校関係者の参加者の前で発表しました。

１年間の研究成果を発表！

【作品の紹介】

平成24年度長期研修者11人が，自ら設定した研究主題に基づき，この１年で取り組んだ研究の成果を，約200人の
学校関係者等の参加者の前で発表しました。

所　属 氏  名 発 表 テ ー マ

武 岡 台 高 等 学 校 小田　譲二 HTML5による学校ホームページ作成とWebコンテンツ

川 内 商 工 高 等 学 校 麓　　光樹 PICによるDCモータの制御（正転・逆転・速度制御）

出 水 工 業 高 等 学 校 横山　彰二 マイコン制御と電子回路組立

霧 島 高 等 学 校 大園　竜二 PICマイコンを用いた６足走行ロボットの製作

加治木工業高等学校 北吉　美大 距離センサを用いた家庭用電源の制御

隼 人 工 業 高 等 学 校 大坪　睦貴 ライントレーサーカーの製作

川 内 商 工 高 等 学 校 吉川　博文 練習試合ソフトの作成

串 良 商 業 高 等 学 校 山川　和幸 マークシート認識処理の研究

鹿児島女子高等学校 吉村　幸三 マクロ・VBAを活用した用語問題演習ソフトの作成

出 水 商 業 高 等 学 校 水間　悦郎 情報モラル教育プログラムの作成

国 分 中 央 高 等 学 校 西野　信弥 教員・生徒が共有できる資格試験対策ソフトの作成
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【研究発表会の様子】

【研究内容の発表】

【研究成果を発表する研修者】

研修報告書はWebページに掲載
しますので，御覧ください。

研究報告書等はWebページ
に掲載しますので，御覧く
ださい。

所　属 氏　名 教科等 研　究　主　題

錦 江 町 立 大 原 小 学 校 江　口　和　洋 情報教育 　教科指導における情報活用能力育成の在り方

南九州市立中福良小学校 田　原　英　樹 算　　数 　数量についての理解を深める算数科学習指導の在り方

鹿児島市立紫原中学校 山　端　真規子 数　　学
　「数と式」「図形」の領域における，思考過程を整理し表現す
る生徒を育む指導の工夫

県 立 頴 娃 高 等 学 校 中　島　康　二 数　　学 　「学び直し」に着目した指導の工夫

出 水 市 立 江 内 小 学 校 片　平　嘉　文 理　　科
　子どもが明確な予想や仮説をもち，自ら考えを深める理科学習
指導法の研究

霧島市立日当山小学校 田野辺　浩　一 国　　語
　子どもの主体性を高め，目的に応じて読む能力を育成する国語
科学習指導の在り方

さつま町立盈進小学校 福　元　真太郎 国　　語 　文学的文章を主体的に解釈できる子どもの育成

出 水 市 立 出 水 中 学 校 穐　田　美奈子 国　　語 　古典を主体的に読むための国語科学習指導の在り方

県 立 牧 之 原 養 護 学 校 吉　田　崇　子 特別支援
教育(数学)

　知的障害のある生徒の生活に生かす力を育む「数量の基礎」の
指導の在り方

鹿児島市立山下小学校 前　田　博　美 特別支援
教育 　共に学び合う姿を目指した交流及び共同学習

鹿屋市立鹿屋東中学校 西　元　耕　世 社　　会 　公民的分野における議論を通した言語活動の充実に関する研究
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